大崎駅周辺　歴史と紅葉のノスタルジック散歩

駅周辺は高層ビルが立ち並ぶ大崎ですが、一歩路地へ入り、かつての街道や川沿いに目を向けると、そこにはまだまだ豊かな自然と、江戸・大正の面影を残す歴史スポットが息づいています。
今回は、心地よい秋風を感じながら、サクラからイチョウへと移りゆく紅葉の色彩と、街の記憶を伝える「銘道標」を巡る散歩コースをご案内します。
カメラを片手に、のんびり歩いてみませんか？

まずはひふみ公園から、秋の彩りを探してみましょう。
春には美しい花を咲かせるサクラの木々ですが、秋の紅葉も見ごたえがあります。
派手さはありませんが、どこか哀愁を帯びたサクラの紅葉は、秋の訪れを感じさせてくれます。ベンチに腰掛けると、頭上に広がる優しい秋の色彩を見ることができるでしょう。

ひふみ公園をあとにしたら、大崎駅の反対側、目黒川へ。
春の桜並木で有名な目黒川ですが、秋の風情もまた格別です。川沿いの歩道を覆うようにサクラの葉が赤く染まり、美しい並木道をつくります。散り始めた葉が水面をゆっくりと流れていく様子を見ながら、心地よい秋の並木道をのんびりと散策してみるのはいかがでしょうか。

ここからは、大崎・西品川周辺の歴史の深さに触れる「銘道標」巡りへと向かいます。スマホのマップがなかった時代、人々が何を頼りに旅をしていたのか、その痕跡を辿ってみましょう。

目黒川の散策を終えたら、大崎駅新西口のペデストリアンデッキを抜けて百反通りへ向かいます。
住宅地を進むと、みつぎ小学校近くの交差点の片隅に静かに佇む石碑があります。これが「大正六年銘道標」です。品川区内にある最も新しい石造の道標で、文字はカタカナで刻まれています。

『マエ　オホヰ道』『マエ　ヘビクボ道』

カタカナの道標がある場所からみつぎ小学校を通り過ぎて歩いて行くと、地域で古くから信仰を集めるきふね神社の一角に、さらに時代を遡る「文政十一年銘道標」があります。
　もとはいるきばし村と品川しゅくのえだごう三ツ木との境界に建てられた道標が移設・保存されたもので、正面に「西めくろ」、左右に「ひだり　北品川」「みぎ　南品川」と刻まれています。

そして、この境内で目を引くのが見事なイチョウの木です。秋が深まってくると、この大木が鮮やかな黄金色に染まり、歴史の重みと自然の美しさの両方が味わえる場所となっています。

散歩の締めくくりに、大崎で古くから親しまれている「いるぎ神社」へ向かいます。厄除けや縁結びのパワースポットとしても有名ですが、秋の境内は息をのむほどの美しさに包まれます。境内にそびえる大きなイチョウの木々が一斉に黄葉し、やがて風に舞って地面へと落ちると、まるで鮮やかな「イチョウの絨毯」が広がっているかのよう。視界が黄金色に染まる空間は、まさに都会のオアシスのようです。


いるぎ神社の参拝を終え、5分ほど歩くと高層ビル群と「大崎駅」が見えてきます。
さっきまで江戸や大正の時代にタイムスリップしていたかのような感覚から、一気に現代へと引き戻されるこのギャップもまた、大崎散歩の醍醐味です。

駅周辺にはカフェやベンチも多いため、散歩のあとはのんびり休憩しながら、巡った景色を振り返ってみてはいかがでしょうか。
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